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   A 71-year-old woman with loss of appetite was referred to our hospital. Imaging diagnosis 
revealed a large, cystically dilated left kidney with a solid tumor inside the cavity and a right 
hydronephrosis. A chest X-ray revealed multiple metastatic lesions. A horseshoe kidney was found 
intraoperatively and left nephroureterectomy with partial cystectomy was performed. Histological 
diagnosis was poorly differentiated transitional cell carcinoma. She died of progressive pulmonary 
metastases 2 weeks after operation. This is the 19th case of a renal pelvic tumor associated with a 
horseshoe kidney reported in the Japanese literature. The diagnosis was confounded by the extreme 
dilation and deformity of the hydronephrotic kidney. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 223-226, 1997) 




ている1)また,尿 の停滞を起因 として尿路上皮癌 を














圧128/72mmHg,脈拍112/分.貧血,浮 腫,黄 疸 は
ない.腹部はやや膨満 し左側に軟らかい腫瘤を触れた
が,圧 痛や筋性防御は認めず
検 査 成績:検 尿pH7.0,蛋 白(+),糖(一),
RBCl～2/hpf,WBC20-30/hpf,細菌(十 十).









画像診断:胸 部X線 単純写真で多発性 の孤立陰影が
あ り,転 移性肺腫瘍が疑 われた.腹 部X線 単純写真で
は腸管の ガスが右外側 に圧排 されて いたが,小 腸 ガス
像や鏡面形成 はなかった.超 音波検査で左腎 は明 らか
で な く,右 の水腎症 と下腹部や や左側 に管腔構造物の
中にある腫瘍 陰影 を認 めた(Fig.1).CTで両腎 は嚢
胞状 に変化 し,そ れに続 く拡張 した管腔構造物が腹部
を占拠 して いた(Fig.2).注腸 造影 で は異 常 を認 め
なか った.
経過:39℃ の弛張熱 が続 いて いたため腎孟 腎炎 を
疑い,当 科紹介 され7月ll日 に右腎痩造設術 を施行 し













達した.左 腎は著明に菲簿化,巨 大化 してお り下方に
腫瘍を触知した.左 腎はその下方で峡部 となって右腎
とつながってお り,馬蹄鉄腎であることが確認で き
た.腎 茎部処理後,左 腎全体を剥離 し腫瘍の右側,峡















カテーテルを抜去 した.全 身状態も改善,経 口摂取
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馬蹄鉄腎 は上部尿路 の先天異常 と して比較的 よ く見
ら れ,16世 紀 か ら 知 ら れ て い た4)1894年,
Hildebrand5)は馬蹄鉄 腎 に合併 した腎腫瘍 を最初 に
報 告 し て い る.欧 米 の 統 計 と して は1968年,
Blackardら3)が72例を 報 告 し,続 い て1976年
Buntley6)が39例,1988年Smith-Behnら7)が25例を
追加 し,計136例の報告が集積 された.







本邦報告例16例を集計 してお り,そ の他2例 の報告例
を併せ て,わ れわれが調べ えたか ぎ りでは自験例 は本
邦19例目 と考 え られた.男 女比 は15二4で男 に多 かっ
た.Campbelll)によれ ば馬蹄鉄 腎の男女 比2:1,腎
孟腫瘍 の男女 比2～3:1で,単 純に掛 け合わせた男女
比4--6:1とほぼ一致 していた.主 訴 は血尿が最 も多
く,自 験例の ように腎孟腎杯 の高度 な拡張 に よる腹部
腫瘤 の ため に嘔 吐 を主訴 と して 受診 した例 は なかっ
た.部 位 は 右:左 が6:12と 左 が2倍 多 か っ た
(Tablel).
Blackardら3)の報 告で は,腎 孟腫瘍 は20例,28%
を占め,Luckeら9)の報告 した1,600例の 腎腫 瘍 中の
腎孟腫 瘍 の7.7%に比べ その頻度が高 い と し,感 染 や
TableI.Reportsoftherenalpelvictumorassociatedwitha
horseshoekidneyinJapan
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